
この場合、グランド・コントロールは必要なかったと思う。
音声の入出力のノイズがとても制御されていることで、コン
トロールすべきノイズがほぼなかったのだ。逆から言うと、
視覚情報がなくてノイズがない状況は、グランド・コントロー
ル役にとっては、ライドの状況に関する手がかりがなかった。
他方で、clubhouseならではの、聴衆からの発言や参加をも
とめることを重視すべきだったかもしれない。あるいは、複
合的なメディアの使い方を考えるべきだった。さらにはコン
トロールという中心を抜きにして、ほんとに気ままにバラバ
ラに走りながら、発言したいサイクリストが適宜話すような
コミュニケーションもあり得ただろう。

Critical Cyclingの取り組みの中で、こうしたソフトウェア
を活用したグループ・ライドの試みは、コミュニケーション

の目的にあわせたデザインをはかること、「自転車に乗る」と
いう行為を前提に成立する集団の属性を改変することに繋が
ると感じた。私が言いたいことは、集団を強化するというこ
とではないのだが、実際にはそれも可能だろうし、ビジネス・
チャンスや具体的な政治性を持つことも想像される。

個人的関心の向きは、テーマ設定や、発話者の役割を入れ
換えていく、ソフトウェアの複合的活用の設計を実践するこ
とで、サイクリストの母集団を、地域、世代、性別、傾向の
偏りを改変しつつ、新陳代謝する。サスティナビリティをもっ
た集団を形成していくことができるのではないか？ いささ
か理想化しているかもしれないが、そんなことを夢想した1
年だった。（松井）

新型グループ・ライドでの参加者の現在位置表示（Zoom, 2020年 月23日）

新型グループ・ピクニックでの参加者の映像表示（Zoom, 2020年 10月24日）

新型コロナウイルスと自転車
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